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研究目的 

愛媛大学沿岸環境科学研究センター（CMES）と申請者らの研究グルー

プは、数年前から、ベトナム・フィリピン・ガーナなど発展途上国の都市

ゴミおよび電気・電子機器廃棄物処理場周辺における化学物質汚染に関す

る共同調査を実施してきた。CMES グループは途上国における豊富な調査

実績を有するのに対し、申請者らは主に燃焼過程におけるダイオキシン類

等の有機ハロゲン化合物の生成機構に関する実験的研究で成果を挙げて

きた。近年では両グループの強みを活かした研究の成果が上がりつつあり、

今後は若手人材交流・育成を含めた連携強化を望んでいる。  

申請者らの研究グループは、廃棄物燃焼過程における有機ハロゲン化合



物の生成過程について、主に実験室系での研究を進めている。具体的には、

(1) 都市ごみ焼却において炭素ナノ材料の分子構造が芳香族塩素化合物の

生成に与える影響、(2) その場観察 X 線吸収微細構造法による有機臭素化

合物の熱化学的生成機構に関する研究について研究を進めており、京都大

学の設備では実施できない臭素系ダイオキシン類やミックスハロゲン化

合物の分析について愛媛大学との技術交流を促進する。また、愛媛大では

フィールドにおける有機ハロゲン化合物の汚染実態について分析を主体

としたアプローチを進めており、実験室系とフィールド系の知見を包括し

た議論の場として研修・研究集会を実施する。  

 

研究内容 

 本研究では、以下の 3 項目を当初目的として掲げた。  

①実験：室内実験試料について、燃焼試験前後における臭素系ダイオキシ

ンおよびミックスハロゲン化合物の定量・定性を GC-MS, GC/GC-TOFMS

を用いて分析する。分析には LaMer の共同利用機器を使用する。  

②研修：上記有機ハロゲン化合物の分析法について、LaMer において大学

院生三名のトレーニングを実施する。  

③集会：共同研究の内容について、学生を主体とした発表会を開催し、ア

イディアの醸成、論文の共同作成、学生教育に活用する。  

 

研究成果 

 各研究内容に関して、以下の成果を得た。  

①実験：これまで継続的に実施してきた有機ハロゲン化合物の熱化学的な

生成機構研究の結果、炭素の分子構造の影響[成果 1,4,6,9]、金属の影響[成

果 3]、および炭素網臭素化の支配機構[成果 5,7,10]に関する知見を得た。

また、フィールドワークで得られた廃電気・電子製品（e-waste）野焼き土

壌中のハロゲン化多環芳香族炭化水素[成果 2]、クロロベンゼン類および

PCB 類[成果 8,11]の測定結果を報告した。E-waste 野焼き土壌試料の一部

は、CMES が保有する試料を利用することで研究実施が可能となった。  

これらの研究を通じて、熱処理過程での臭素化ダイオキシン類およびフ



ラン類（PBDD/Fs）の生成が示唆された。この結果に関連した愛媛大の共

同研究者とのディスカッションを経て、LaMer の GC-MS を利用し、同化

合物の定量実験の検討を行った。  

②研修：上記 GC-MS による PBDD/Fs の定量実験に際し、共同研究者の小

島が 5 日間程度愛媛大に滞在し、前処理から定量までの全工程について分

析方法を研修した。京都大学に帰学後、本知見をとりまとめ、フィードバ

ックした。  

③集会：2016 年 7 月 4 日に CMES にて「e-waste リサイクリング地域にお

ける有機/無機汚染物質の動態解析」に関する愛媛大学 -京都大学の合同ミ

ーティングを実施した。プログラム内容は、京大側から藤森、戸田、伊藤、

小島、愛媛大側から松下による 5 件の研究発表を行い、意見交換を行った。 

 

今後の課題 

 LaMer の共同利用機器の利用は PBDD/Fs の GC-MS による測定のみであ

ったため、今後はより詳細な未同定物質の同定や他候補物質の測定利用が

望まれる。また、共同利用測定で得られた結果を基に、今後、学会および

論文などで発表する。研修や集会を通じて得られたアイディアを、今後の

さらなる共同研究の推進に役立て、京大 -愛媛大の相補的な研究体制を強

化して行く。  
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